「父母」を詠む歌 : 天平勝宝七歳の防人歌をめぐって by 阿部 りか
万
葉
集
に
は
防
人
関
係
の
歌
と
し
て
、
巻
十
四
巻
末
の
「
防
人
歌
」
五
首
（
三
五
六
七
S
七
一
）
、
天
平
勝
宝
七
歳
（
七
五
五
）
二
月
の
諸
国
防
人
歌
八
十
四
首
と
「
昔
年
防
人
歌
」
八
首
（
四
四
二
五
＼
三
二
）
、
そ
し
て
三
月
三
日
に
お
け
る
防
人
検
校
使
の
宴
席
歌
に
続
く
「
昔
年
相
替
防
人
歌
」
（
四
四
三
六
）
一
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
家
郷
を
離
れ
、
辺
境
警
備
に
赴
く
際
に
詠
ま
れ
た
防
人
歌
全
般
に
は
「
置
か
な
ゆ
づ
か
き
て
行
か
ば
妹
は
ま
愛
し
持
ち
て
行
く
梓
の
弓
の
弓
束
に
も
が
も
」
（
巻
十
四
・
三
五
六
七
）
、
あ
る
い
は
「
旅
衣
八
重
着
重
ね
て
採
の
れ
ど
も
な
ほ
肌
寒
し
妹
に
し
あ
ら
ね
ば
」
（
巻
二
十
•
四
三
五
一
）
と
い
っ
た
、
妹
（
妻
）
と
の
別
れ
が
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
男
女
が
互
い
に
別
れ
、
一
人
在
る
状
態
を
厭
う
か
よ
う
な
歌
は
、
防
人
歌
の
み
で
は
な
く
、
次
に
掲
げ
る
家
郷
を
離
れ
て
あ
る
旅
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
を
草
枕
旅
に
し
居
れ
ば
刈
り
薦
の
乱
れ
て
妹
に
恋
ひ
ぬ
日
は
な
し
（
「
覇
旅
発
レ
思
」
巻
十
ニ
・
三
一
七
六
）
旅
の
歌
に
お
い
て
悲
別
の
思
い
を
詠
む
対
象
が
妹
（
妻
）
で
あ
る
こ
と
「
父
母
」
は
、
こ
れ
ら
の
歌
が
相
聞
歌
と
同
様
の
発
想
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
防
人
歌
の
背
景
に
悲
別
歌
的
・
羅
旅
発
思
歌
的
傾
向
の
存
す
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
（
身
崎
壽
氏
「
防
人
歌
試
論
」
「
萬
葉
」
八
十
二
号
）
。
と
こ
ろ
が
、
八
十
四
首
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
数
を
有
す
る
天
平
勝
宝
七
歳
の
諸
国
防
人
歌
で
は
、
妹
（
妻
）
と
の
別
離
を
詠
む
歌
は
約
三
割
の
二
十
五
首
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ほ
ぼ
同
数
の
二
十
四
首
に
母
あ
る
い
は
父
、
ま
た
は
父
母
と
の
別
れ
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
時
ど
き
の
花
は
咲
け
ど
も
何
す
れ
ぞ
母
と
ふ
花
の
咲
き
出
来
ず
け
む
（
遠
江
国
・
四
三
二
三
）
諸
国
防
人
歌
の
冒
頭
に
位
置
す
る
遠
江
国
防
人
歌
中
の
四
三
二
三
は
、
『
万
葉
代
匠
記
』
初
稿
本
以
来
、
次
の
「
孝
徳
紀
」
大
化
五
年
三
月
条
の
き
さ
き
そ
が
の
み
や
つ
こ
ひ
め
皇
太
子
中
大
兄
皇
子
が
妃
の
蘇
我
造
媛
の
死
を
悲
し
ん
だ
歌
（
―
-
四
）
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
を
し
た
ぐ
ひ
た
れ
ゐ
山
川
に
鴛
鳶
二
つ
居
て
偶
よ
く
偶
へ
る
妹
を
誰
か
率
に
け
む
（
孝
徳
紀
．
―
-
三
）
も
と
ご
と
本
毎
に
花
は
咲
け
ど
も
何
と
か
も
う
つ
く
し
妹
が
ま
た
咲
き
出
来
ぬ
（
同
．
―
-
四
）
「
孝
徳
紀
」
―
一
四
は
、
自
身
で
は
留
め
得
な
か
っ
た
妃
の
死
を
「
誰
を
詠
む
歌
天
平
勝
宝
七
歳
の
防
人
歌
を
め
ぐ
っ
て
阿
部
り
か
-23-
か
率
に
け
む
」
と
詠
む
前
歌
（
―
-
三
）
と
連
動
し
て
妃
と
の
永
遠
の
別
れ
を
慨
嘆
す
る
歌
と
な
っ
て
お
り
、
庚
信
の
「
代
レ
人
傷
レ
往
二
首
」
の
発
想
と
表
現
方
法
に
依
拠
し
た
挽
歌
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
内
田
賢
徳
氏
「
孝
徳
紀
挽
歌
二
首
の
構
成
と
発
想
ー
庚
信
詩
と
の
関
連
を
中
心
に
ー
」
（
「
萬
葉
」
百
三
十
八
号
）
。
し
て
み
る
と
、
「
孝
徳
紀
」
―
一
三
の
「
妹
」
を
「
花
」
に
置
き
換
え
る
一
―
四
と
類
歌
関
係
に
あ
る
遠
江
国
防
人
歌
の
場
合
も
、
四
季
折
々
に
「
季
節
季
節
の
花
」
（
『
萬
葉
集
注
繹
巻
第
廿
』
．
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集
四
』
）
が
咲
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
母
」
に
な
そ
ら
え
た
「
花
」
が
見
出
だ
せ
な
い
と
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
母
と
ま
み
え
る
こ
と
の
難
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
防
人
は
、
二
十
一
才
以
上
の
男
子
に
課
せ
ら
れ
た
正
丁
の
任
で
あ
り
（
「
戸
令
」
三
歳
以
下
条
）
、
そ
の
警
衛
は
三
年
を
期
限
と
さ
れ
て
い
た
（
「
軍
防
令
」
兵
士
上
番
条
）
。
任
地
へ
赴
い
た
り
帰
郷
す
る
ま
で
の
日
数
は
そ
こ
に
含
ま
れ
ず
、
自
身
の
食
糧
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
「
軍
防
令
」
費
私
狼
条
）
と
い
う
状
況
下
で
、
生
命
の
保
障
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
常
に
異
郷
で
倒
れ
臥
す
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
防
人
等
す
べ
て
が
既
婚
者
で
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
く
、
「
父
け
と
ば
か
し
ら
母
が
頭
掻
き
撫
で
幸
く
あ
れ
て
言
ひ
し
言
葉
ぜ
忘
れ
か
ね
つ
る
」
（
駿
河
国
・
四
三
四
六
）
の
ご
と
く
未
婚
と
思
わ
れ
る
者
の
歌
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
妹
を
詠
む
作
者
が
既
婚
者
で
あ
り
、
父
母
を
詠
む
作
者
が
未
婚
者
で
あ
る
と
い
う
極
端
な
場
合
の
存
す
る
こ
と
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
天
平
勝
宝
七
歳
の
防
人
歌
に
父
母
と
の
別
れ
を
詠
む
歌
が
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
天
平
勝
宝
七
歳
の
防
人
歌
は
、
単
に
家
を
離
れ
た
た
め
に
生
ず
る
感
傷
的
な
望
郷
の
想
い
を
歌
に
託
し
て
い
る
の
み
で
は
な
く
、
む
し
ろ
吉
野
裕
氏
や
土
橋
寛
氏
が
父
母
の
歌
の
存
在
を
防
人
歌
の
特
色
と
し
て
述
べ
ら
れ
(
2
)
 
る
よ
う
に
、
苛
酷
な
現
実
に
出
合
い
、
さ
ら
に
極
限
の
状
態
に
直
面
し
た
時
の
悲
嘆
を
父
母
や
妻
子
へ
の
慕
情
と
し
て
詠
み
込
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
天
平
勝
宝
七
歳
の
諸
国
防
人
歌
に
お
い
て
、
詠
ま
れ
る
対
象
と
諸
国
間
(
3
)
 
の
状
況
を
示
し
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。
岸
俊
男
氏
は
、
防
人
歌
総
数
の
最
も
多
い
上
総
国
防
人
歌
か
ら
防
人
集
団
の
編
成
組
織
と
そ
の
序
列
を
再
現
さ
れ
た
。
氏
は
、
上
総
国
防
人
集
団
に
国
造
丁
（
国
造
）
＼
助
丁
＼
主
帳
丁
（
帳
丁
・
主
帳
）
S
（
火
長
）
＼
上
丁
（
防
人
）
を
基
準
と
す
る
構
成
が
存
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
駿
河
国
、
常
陸
国
、
武
蔵
国
防
人
歌
の
形
態
が
上
総
国
防
人
歌
と
は
異
な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
「
防
人
考
ー
東
国
と
西
国
ー
」
『
萬
葉
集
大
成
』
1
特
殊
研
究
）
。
例
え
ば
駿
河
国
防
人
歌
を
見
る
と
、
冒
頭
に
位
置
す
る
上
丁
の
歌
の
後
に
は
助
丁
の
歌
が
続
く
。
＋
よ
ち
ち
~
1
i
は
水
鳥
の
立
ち
の
急
ぎ
に
父
母
に
物
言
ず
来
に
て
今
ぞ
悔
し
き
（
上
丁
有
度
部
牛
麻
呂
・
四
三
三
七
）
た
た
み
け
め
畳
薦
牟
良
自
が
磯
の
離
り
磯
の
母
を
離
れ
て
行
く
が
悲
し
さ
（
助
丁
生
部
道
麻
呂
•
四
三
三
八
）
慌
た
だ
し
い
出
立
を
「
水
鳥
」
の
飛
び
立
つ
様
子
に
重
ね
る
四
三
三
七
に
は
、
父
母
と
の
別
れ
も
十
分
に
尽
く
せ
ず
に
別
れ
て
き
た
後
悔
の
念
が
「
今
ぞ
悔
し
き
」
の
句
に
込
め
ら
れ
る
。
続
く
四
三
三
八
で
は
、
「
家
郷
の
海
岸
の
岩
礁
で
あ
ろ
う
」
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
万
葉
集
五
』
頭
注
）
と
言
わ
れ
る
「
牟
良
自
が
磯
」
を
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
家
郷
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□
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対
象
口
／
口
（
四
三
三
一
1
三
三
）
（
四
三
三
四
1
三
六
）
ロ
ロ
（
四
三
六
0
1六
二
）ロ
（
四
三
九
五
1
九
七
）
（
四
三
九
八
1
四
四
O
O
)ロ
|
（
四
四
0
八
1
―
二
）
3
ロ
か
ら
遠
ざ
か
り
行
く
悲
嘆
を
「
母
を
離
れ
て
い
く
が
悲
し
さ
」
の
句
に
重
ね
て
い
る
。こ
れ
ら
「
水
鳥
」
や
「
磯
」
と
い
っ
た
句
を
持
つ
、
駿
河
国
防
人
歌
冒
頭
二
首
の
直
前
に
は
、
二
月
八
日
作
の
家
持
第
一
長
歌
に
井
せ
ら
れ
た
短
歌
三
首
が
あ
る
。
海
原
を
遠
く
渡
り
て
年
経
と
も
子
ら
が
結
べ
る
紐
と
く
な
ゆ
め
（
巻
二
十
•
四
三
三
四
）
に
ひ
さ
き
も
り
今
替
る
新
防
人
が
船
出
す
る
海
原
の
上
に
波
な
さ
き
そ
ね
（
同
・
四
三
三
五
）
ま
防
人
の
堀
江
漕
ぎ
出
る
伊
豆
手
船
揖
取
る
間
な
く
恋
は
繁
け
む
（
同
・
四
三
三
六
）
そ
れ
ぞ
れ
に
見
ら
れ
る
「
海
原
」
「
船
出
」
「
堀
江
」
の
語
は
、
父
母
、
妻
子
と
の
別
れ
を
詠
む
第
一
長
歌
「
葦
が
散
る
難
波
の
御
津
に
大
船
に
真
櫂
し
じ
貫
き
朝
な
ぎ
に
水
手
と
と
の
ヘ
タ
潮
に
揖
引
き
ぁも
折
り
率
ひ
て
漕
ぎ
行
く
君
は
」
（
四
三
三
一
）
と
内
容
的
に
連
な
る
。
家
郷
出
発
時
の
防
人
と
家
人
の
別
れ
か
ら
難
波
津
出
航
時
に
至
る
防
人
の
悲
嘆
は
、
家
持
の
長
歌
及
び
短
歌
の
中
で
の
主
題
を
示
す
。
家
持
長
歌
に
続
く
駿
河
国
防
人
歌
十
首
の
前
半
部
に
お
い
て
、
「
水
鳥
」
「
磯
」
を
詠
む
冒
頭
二
首
と
、
四
首
目
の
四
三
四
0
に
筑
紫
の
「
水
漬
く
白
玉
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
直
前
に
存
す
る
家
持
の
三
首
の
短
歌
及
び
長
歌
中
の
難
波
津
が
現
存
す
る
序
列
に
反
映
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
も
う
一
箇
国
の
常
陸
国
防
人
歌
の
場
合
は
、
序
列
自
体
が
上
総
国
し
と
り
べ
の
か
の
そ
れ
と
逆
行
し
て
い
る
。
常
陸
国
防
人
歌
全
体
の
最
終
歌
は
倭
文
部
可
ら
ま
ろ
良
麻
呂
の
長
歌
（
四
三
七
二
）
と
な
る
の
に
対
し
て
、
最
終
短
歌
は
そ
の
前
の
助
丁
占
部
廣
方
の
歌
（
四
三
七
一
）
で
あ
り
、
逆
に
冒
頭
に
は
最
下
級
の
防
人
の
歌
が
あ
る
。
み
ふ
ね
お
や
そ
か
難
波
津
に
御
船
下
ろ
据
ゑ
八
十
揖
貫
き
今
は
漕
ぎ
ぬ
と
妹
に
告
げ
こ
そ
（
茨
城
郡
若
舎
人
部
廣
足
巻
二
十
•
四
三
六
三
）
さ
き
む
り
さ
わ
防
人
に
立
た
む
騒
き
に
家
の
妹
が
業
る
べ
き
こ
と
を
言
は
ず
来
ぬ
か
も
（
同
・
四
三
六
四
）
お
し
て
る
や
難
波
の
津
ゆ
り
船
装
ひ
我
は
漕
ぎ
ぬ
と
妹
に
告
ぎ
こ
そ
（
信
太
郡
物
部
道
足
同
・
四
三
六
五
）
常
陸
さ
し
行
か
む
雁
も
が
我
が
恋
を
記
し
て
付
け
て
妹
に
知
ら
せ
む
（
同
・
四
三
六
六
）
難
波
津
か
ら
筑
紫
へ
向
け
て
出
発
せ
ん
と
す
る
有
様
が
、
一
首
目
の
「
今
は
漕
ぎ
ぬ
と
妹
に
告
げ
こ
そ
」
に
対
し
て
三
首
目
の
「
我
は
漕
ぎ
ぬ
と
妹
に
告
ぎ
こ
そ
」
と
い
う
よ
う
に
、
呼
応
し
な
が
ら
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
防
人
と
し
て
の
出
立
を
「
妹
に
言
は
ず
来
ぬ
か
も
」
と
後
悔
す
る
二
首
目
に
対
し
て
、
四
首
目
で
は
妹
の
も
と
へ
言
付
け
る
手
段
の
無
い
無
念
さ
を
詠
む
こ
と
に
よ
り
、
四
三
六
三
と
四
三
六
五
、
四
三
六
四
と
四
- 25 -
三
六
六
の
四
首
中
、
二
組
ず
つ
に
対
応
関
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
よ
う
に
難
波
津
を
詠
む
歌
は
、
常
陸
国
防
人
歌
総
数
十
首
の
中
で
も
冒
頭
の
四
首
の
み
と
な
る
。
そ
し
て
先
の
駿
河
国
防
人
歌
の
場
合
同
様
、
難
波
津
出
航
時
の
様
子
は
直
前
に
存
す
る
家
持
長
歌
「
陳
二
私
拙
懐
―
―
首
」
（
四
三
六
0
ふ
ハ
ニ
）
に
も
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
家
持
の
第
二
長
歌
「
陳
訊
拙
懐
―
一
首
」
は
、
「
天
皇
の
遠
き
御
世
に
も
お
し
て
る
難
波
の
国
に
天
の
下
知
ら
し
め
し
き
と
」
と
い
う
讃
美
の
常
套
句
か
ら
始
め
ら
れ
、
難
波
の
地
が
宮
都
で
あ
る
こ
と
を
提
示
す
る
。
さ
ら
に
「
う
ち
靡
く
春
の
始
め
は
八
千
草
の
花
咲
き
に
ほ
ひ
山
見
れ
ば
見
の
と
も
し
く
川
見
れ
ば
見
の
さ
や
け
く
」
の
句
は
、
難
波
に
結
集
し
た
防
人
の
賑
々
し
さ
を
通
し
て
繁
栄
し
た
難
波
宮
を
治
め
、
ひ
い
て
は
大
和
を
統
治
す
る
聖
武
天
皇
へ
の
讃
歌
を
形
づ
く
っ
て
い
る
（
伊
藤
博
氏
「
防
人
歌
群
」
『
萬
葉
集
の
歌
群
と
配
列
下
』
第
七
章
第
五
節
三
）
。
続
く
短
歌
で
も
「
難
波
の
海
お
し
て
る
宮
に
き
こ
し
め
す
な
へ
」
（
四
三
六
一
）
「
葦
が
散
る
難
波
に
年
は
経
ぬ
べ
く
思
ほ
ゆ
」
（
四
三
六
二
）
と
詠
ま
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
難
波
津
の
景
と
そ
の
地
の
讃
美
は
直
後
の
常
陸
国
防
人
歌
の
冒
頭
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
仮
に
、
常
陸
国
防
人
歌
が
防
人
集
団
の
構
成
順
序
に
従
い
「
橘
の
下
吹
く
風
の
か
ぐ
は
し
き
筑
波
の
山
を
恋
ひ
ず
あ
ら
め
か
も
」
（
四
三
七
一
）
と
い
う
助
丁
の
歌
か
ら
始
ま
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
常
陸
国
の
風
物
を
詠
む
こ
と
に
適
う
に
せ
よ
、
直
前
の
家
持
歌
と
の
関
係
に
お
い
て
連
続
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
岸
氏
が
不
審
を
示
さ
れ
た
常
陸
国
・
駿
河
国
防
人
歌
が
、
か
よ
う
に
基
準
と
さ
れ
る
上
総
国
防
人
歌
と
異
な
る
序
列
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
編
者
と
推
定
さ
れ
る
家
持
が
手
に
し
た
防
人
歌
の
配
列
を
若
干
換
え
、
自
己
組
合
せ
た
も
の
は
、
四
四
一
五
（
主
帳
荏
原
郡
物
部
歳
徳
）
と
四
四
一
六
（
妻
椋
椅
部
刀
自
賣
）
の
ご
と
く
夫
婦
の
歌
と
な
っ
て
い
る
。
一
首
目
で
夫
が
「
家
な
る
妹
を
ま
た
見
て
も
も
や
」
（
四
四
一
五
）
と
詠
む
の
に
対
い
は
し
て
、
二
首
目
で
妻
が
「
家
な
る
我
は
紐
解
か
ず
寝
む
」
（
四
四
一
六
）
と
い
は
あ
し
ふ
対
応
す
る
。
あ
る
い
は
「
家
ろ
に
は
葦
火
焚
け
ど
も
」
（
四
四
一
九
）
と
詠
ん
で
我
が
家
を
想
起
す
る
男
の
歌
に
は
、
「
草
枕
旅
の
丸
寝
の
」
（
四
四
二
0
)
の
ご
と
く
旅
の
辛
さ
を
思
い
遣
る
妻
の
歌
が
続
く
。
さ
ら
に
埼
玉
郡
の
上
丁
藤
原
部
等
母
麻
呂
の
「
袖
ふ
ら
ば
家
な
る
妹
は
さ
や
に
見
む
か
も
」
四四
四四
ニー
〇九
女男
LJ 
四
四
四
四
女男
し」
四
四
二
三
四
四
二
四
女男
し」
四
四
―
―
―
―
四
四
一
四
男女
し」
四
四
一
五
四
四
一
六
女男
L」
四
四
一
七
四
四
一
八
男女
し」
の
長
歌
と
防
人
歌
と
の
間
の
断
絶
感
を
緩
和
さ
せ
ん
が
た
め
の
方
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
岸
氏
が
指
摘
さ
れ
た
武
蔵
国
は
さ
ら
に
異
な
っ
た
形
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
防
人
歌
の
冒
頭
に
位
置
す
る
女
の
歌
を
外
し
て
男
の
歌
の
み
を
見
る
と
、
「
助
丁
ー
主
帳
ー
上
丁
」
の
順
と
な
り
、
基
準
と
す
る
上
総
国
の
序
列
に
等
し
い
。
と
こ
ろ
が
武
蔵
国
防
人
歌
は
、
女
の
歌
一
首
が
冒
頭
を
飾
る
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
国
に
は
見
ら
れ
な
い
妻
の
歌
が
存
し
、
と
り
わ
け
そ
れ
ら
が
二
首
一
組
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
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（
四
四
二
三
）
に
は
、
妻
物
部
刀
自
賣
の
「
色
深
く
背
な
が
衣
は
染
め
ま
し
を
」
（
四
四
二
四
）
が
呼
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
が
内
容
上
の
対
応
関
係
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
冒
頭
と
三
組
目
の
歌
は
各
々
の
配
偶
者
の
も
の
で
は
な
く
、
他
の
歌
が
「
男
」
「
女
」
の
順
に
並
べ
ら
れ
る
の
と
は
異
な
り
「
女
」
「
男
」
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
組
の
一
首
目
に
見
ら
れ
る
「
背
ろ
が
ま
こ
っ
く
罷
き
来
む
月
の
知
ら
な
く
に
」
（
四
四
一
三
）
は
、
夫
の
帰
郷
が
い
つ
に
な
ひ
の
く
ま
の
と
ね
り
い
は
さ
き
が
め
お
ほ
と
も
べ
の
る
と
も
知
れ
ぬ
こ
と
を
嘆
く
「
上
丁
那
珂
郡
桧
前
舎
人
石
前
之
妻
大
伴
部
ま
た
り
め
真
足
女
」
の
歌
で
あ
り
、
続
い
て
難
波
津
か
ら
の
航
行
に
対
し
て
「
真
子
お
ほ
と
も
べ
の
を
が
手
離
り
島
伝
ひ
行
く
」
（
四
四
一
四
）
と
い
う
「
助
丁
秩
父
郡
大
伴
部
小
と
し歳
」
の
不
安
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
三
組
目
で
は
「
豊
島
郡
上
丁
く
ら
は
し
べ
の
あ
ら
む
し
が
め
の
う
ぢ
べ
の
く
ろ
め
椋
椅
荒
虫
之
妻
宇
遅
部
黒
女
」
が
防
人
の
行
路
を
案
じ
て
「
多
摩
の
横
山
「
鬱
嗣
ピ
丁
碕
芦
町
忠
」
徒
歩
ゆ
か
遣
ら
む
」
（
四
四
一
七
）
と
詠
み
、
っ
ち
が
椿
の
花
を
女
性
に
讐
え
、
「
ま
こ
と
汝
れ
我
が
手
触
れ
な
な
地
に
落
ち
も
か
も
」
（
四
四
一
八
）
と
表
現
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
想
い
人
が
留
守
中
に
他
人
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
懸
念
を
示
し
て
い
る
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
萬
葉
集
五
』
頭
注
）
。
武
蔵
国
防
人
歌
の
四
首
は
、
家
郷
か
ら
難
波
ま
で
の
途
上
、
そ
し
て
難
波
津
へ
と
い
う
時
間
の
流
れ
に
従
っ
て
掲
載
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
順
序
に
従
わ
な
い
の
は
、
一
組
目
と
三
組
目
の
四
首
を
夫
婦
の
歌
に
限
ら
ず
と
も
、
男
女
の
歌
と
し
て
組
合
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
働
い
た
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
左
注
に
は
防
人
歌
二
十
首
の
進
上
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
十
二
首
で
あ
り
、
八
首
が
拙
劣
歌
と
し
て
排
除
さ
れ
て
い
る
。
し
て
み
る
と
、
夫
婦
と
し
て
の
組
合
せ
が
為
さ
れ
て
い
な
い
一
組
目
及
び
三
組
目
の
場
合
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
妻
や
夫
の
歌
を
拙
劣
歌
と
し
て
除
去
し
、
男
女
を
組
合
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
女
・
男
」
と
い
う
配
列
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
武
蔵
国
防
人
歌
に
続
く
「
昔
年
防
人
歌
」
八
首
に
も
、
防
人
の
歌
と
共
に
妹
（
妻
）
が
防
人
を
思
う
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
防
人
に
行
く
は
誰
が
背
と
問
ふ
人
を
見
る
が
羨
し
さ
物
思
ひ
も
せ
ず
（
四
四
二
五
）
ま
ゆ
す
ゆ
す
い
は家
の
妹
ろ
我
を
偲
ふ
ら
し
真
結
ひ
に
結
ひ
し
紐
の
解
く
ら
く
思
へ
ば
（
四
四
二
七
）
前
歌
が
家
郷
で
待
つ
女
の
歌
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
二
首
目
は
旅
上
に
あ
る
男
が
家
郷
の
妹
を
思
っ
た
歌
と
な
っ
て
い
る
。
諸
国
防
人
歌
全
般
に
見
ら
れ
る
男
の
歌
の
み
で
は
な
く
、
女
の
歌
も
含
め
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
の
武
蔵
国
防
人
歌
と
同
様
で
あ
る
。
「
昔
年
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
時
間
の
み
を
示
す
歌
々
が
、
時
間
の
判
明
す
る
作
品
の
後
に
続
く
形
は
、
家
持
の
歌
日
記
的
歌
巻
で
あ
る
巻
十
七
か
ら
巻
二
十
に
多
く
見
ら
れ
た
（
伊
藤
博
氏
「
万
葉
集
末
四
巻
歌
群
の
原
形
態
」
『
萬
葉
集
の
構
造
と
成
立
下
』
第
十
章
第
一
節
）
。
そ
れ
ゆ
え
「
昔
年
防
人
歌
」
は
、
家
持
の
最
終
長
歌
に
付
随
す
る
形
を
見
せ
る
武
蔵
国
防
人
歌
に
付
帯
し
た
も
の
で
あ
(
4
)
 
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
諸
国
防
人
歌
と
は
形
態
が
異
な
る
、
こ
れ
ら
武
蔵
国
防
人
歌
や
「
昔
年
防
人
歌
」
の
在
り
方
は
、
巻
十
四
の
防
人
歌
中
に
一
組
存
す
る
「
問
答
歌
」
（
三
五
六
七
・
三
五
六
八
）
の
中
に
も
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
な
ゆ
づ
か
置
き
て
行
か
ば
妹
は
ま
愛
し
持
ち
て
行
く
梓
の
弓
の
弓
束
に
も
が
も
（
三
五
六
七
）
お
く
れ
ゐ
後
れ
居
て
恋
ひ
ば
苦
し
も
朝
猟
の
君
が
弓
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を
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（
三
五
六
八
）
こ
の
「
問
答
歌
」
の
前
歌
結
句
「
弓
束
に
も
が
も
」
は
、
妹
を
側
に
置
き
た
い
と
い
う
防
人
の
願
望
で
あ
り
、
次
の
結
句
「
弓
に
な
ら
ま
し
も
の
を
」
と
呼
応
し
て
武
蔵
国
防
人
歌
が
二
首
一
組
で
並
ぶ
姿
に
等
し
い
。
諸
国
八
箇
国
の
防
人
歌
の
中
で
、
と
り
わ
け
武
蔵
国
に
男
女
歌
の
組
合
せ
の
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
進
上
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
「
昔
年
防
人
歌
」
と
同
様
に
両
者
の
歌
が
混
在
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
問
答
歌
」
を
踏
襲
し
た
形
を
と
っ
て
配
列
す
る
可
能
性
も
生
ず
る
。
か
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
駿
河
国
、
常
陸
国
、
武
蔵
国
防
人
歌
が
他
国
の
防
人
歌
と
は
異
な
る
序
列
に
従
っ
た
並
び
方
を
見
せ
て
い
る
こ
と
も
、
決
し
て
偶
然
(
5
)
 
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
い
。
諸
国
防
人
歌
の
間
に
は
、
検
校
使
と
し
て
難
波
へ
出
向
い
て
い
た
家
持
の
長
短
歌
が
数
次
に
わ
た
り
差
し
挟
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
九
日
の
長
短
歌
（
四
三
三
一
S
三
六
）
が
六
日
と
七
日
の
遠
江
・
相
模
国
の
両
防
人
歌
の
間
に
、
十
九
日
の
歌
（
四
三
九
八
S
四
四
0
0
)
が
六
日
、
七
日
の
防
人
歌
と
九
日
の
駿
河
・
上
総
国
の
歌
、
十
四
日
の
常
陸
・
下
野
国
の
歌
、
そ
し
て
十
六
日
の
下
総
国
の
防
人
歌
の
間
に
位
置
す
る
。
諸
国
防
人
歌
の
内
容
が
家
持
の
長
歌
詠
作
の
動
機
と
し
て
働
い
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
自
然
で
あ
り
（
吉
井
巌
•
山
本
セ
ッ
子
氏
「
家
持
と
防
人
た
ち
と
の
出
合
い
」
『
萬
葉
集
へ
の
視
角
』
所
収
）
、
家
持
は
蒐
集
し
た
防
人
歌
を
座
右
に
置
き
な
が
ら
、
日
付
の
順
に
従
っ
て
自
己
の
歌
を
作
っ
て
い
っ
た
と
考
え
(
6
)
 
ら
れ
る
。
か
か
る
状
況
下
で
詠
作
さ
れ
た
家
持
の
最
終
長
歌
（
四
四
0
八
）
に
は
、
「
は
は
そ
葉
の
母
の
命
は
御
裳
の
裾
摘
み
上
げ
掻
き
撫
で
」
と
、
「
ち
ち
の
実
の
父
の
命
は
拷
づ
の
の
白
ひ
げ
の
上
ゆ
涙
垂
り
嘆
左
注
に
「
右
」
と
の
み
記
す
場
合
、
範
囲
が
一
首
の
時
は
直
前
の
歌
一
首
を
示
す
と
考
え
ら
れ
、
二
首
以
上
の
場
合
に
は
、
「
右
二
首
茨
城
郡
若
舎
人
部
廣
足
」
の
よ
う
に
限
定
的
に
表
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
右
」
の
文
字
(4) (3) 
右
(2) 
右
(1) 
右
十
九
日
き
の
た
ば
く
」
と
い
う
母
と
父
の
様
子
が
、
さ
ら
に
「
若
草
の
妻
も
子
か
く
ど
も
も
を
ち
こ
ち
に
さ
は
に
囲
み
居
」
と
い
う
妻
子
の
様
子
が
併
せ
て
詠
ま
れ
、
続
く
短
歌
に
は
出
航
時
の
様
子
が
表
さ
れ
て
い
る
。
い
は
た
ひ
ら
家
人
の
斎
へ
に
か
あ
ら
む
平
け
く
船
出
は
し
ぬ
と
親
に
申
さ
ね
（
巻
二
十
•
四
四
0
九
）
島
陰
に
我
が
船
泊
て
て
告
げ
遣
ら
む
使
を
な
み
や
恋
ひ
つ
つ
行
か
む
（
同
•
四
四
―
二
）
第
四
長
歌
及
び
短
歌
は
、
出
立
時
点
で
の
家
人
と
の
別
れ
に
重
点
を
置
く
第
一
長
歌
と
、
難
波
か
ら
出
航
す
る
折
に
母
と
妻
を
想
起
し
た
防
人
の
心
情
に
共
感
し
、
望
郷
の
思
い
を
綴
る
第
三
長
歌
、
す
べ
て
の
内
容
を
併
せ
持
つ
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
防
人
歌
中
に
存
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
長
歌
の
左
注
表
記
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
二
月
十
三
日
二
月
廿
三
日
二
月
八
日
兵
部
少
輔
大
伴
宿
祢
家
持
（
四
三
三
一
＼
三
三
）
兵
部
少
輔
大
伴
宿
祢
家
持
（
四
三
六
O
S六
二
）
兵
部
少
輔
大
伴
宿
祢
家
持
（
四
三
九
八
＼
四
四
0
0
)
兵
部
少
輔
大
伴
宿
祢
家
持
（
四
四
0
八
S
―二）
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四
組
の
家
持
長
歌
の
中
で
第
一
長
歌
（
四
三
三
一
＼
三
三
）
、
第
三
長
歌
（
四
三
九
八
＼
四
四
0
0
)
、
第
四
長
歌
（
四
四
0
八
S
―
二
）
に
は
、
先
立
つ
防
人
歌
に
触
発
さ
れ
た
家
持
自
身
の
望
郷
の
思
い
が
重
ね
ら
れ
、
家
郷
出
立
時
か
ら
難
波
津
で
の
様
子
ま
で
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
一
方
第
二
長
歌
で
は
、
難
波
宮
に
多
く
船
が
集
ま
る
様
が
「
き
こ
し
を
す
四
方
の
み
つ
き
み
を
国
よ
り
奉
る
御
調
の
舟
は
堀
江
よ
り
水
脈
引
き
し
つ
つ
朝
な
ぎ
に
揖
引
き
上
り
夕
潮
に
悼
さ
し
下
り
」
と
表
さ
れ
、
賑
や
か
に
栄
四
の
付
さ
れ
て
い
な
い
左
注
は
、
例
え
ば
進
上
す
る
各
歌
を
取
り
纏
め
た
記
載
で
あ
る
「
二
月
十
六
日
下
総
国
防
人
部
領
使
…
…
」
と
し
て
、
複
数
の
歌
で
あ
っ
て
も
す
べ
て
を
ひ
と
ま
と
ま
り
に
捉
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
家
持
の
第
四
長
歌
左
注
の
「
二
月
廿
三
日
兵
部
少
輔
大
伴
宿
祢
家
持
」
と
い
う
記
載
は
、
そ
れ
ま
で
の
家
持
長
歌
が
仮
に
断
続
し
て
い
た
と
し
て
も
、
編
者
が
主
題
を
等
し
く
す
る
一
連
の
作
品
と
し
(
7
)
 
て
捉
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
家
持
の
掌
中
に
収
め
ら
れ
た
天
平
勝
宝
七
歳
の
防
人
歌
は
、
二
月
六
日
進
上
の
遠
江
国
防
人
歌
か
ら
二
月
廿
三
日
進
上
の
上
野
国
防
人
歌
、
お
よ
び
防
人
と
家
人
の
別
れ
を
詠
む
家
持
の
第
四
長
歌
ま
で
を
一
連
の
も
の
と
(
8
)
 
し
て
捉
え
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
こ
で
左
注
表
記
を
あ
わ
せ
て
考
察
し
た
場
合
、
天
平
勝
宝
七
歳
の
防
人
歌
は
、
父
母
・
妻
子
と
の
別
れ
を
詠
む
遠
江
国
防
人
歌
（
四
三
ニ
―
S
二
七
）
か
ら
家
持
の
第
四
長
歌
（
四
四
0
八
＼
―
二
）
ま
で
と
、
後
続
の
妻
の
歌
を
併
せ
持
つ
武
蔵
国
防
人
歌
と
「
昔
年
防
人
歌
」
と
の
間
に
、
一
線
を
劃
し
た
理
解
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
む
ら
き
ほ
え
る
様
子
は
「
あ
ぢ
群
の
騒
き
競
ひ
て
」
と
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
難
波
の
景
は
、
家
持
の
第
二
長
歌
の
直
前
に
存
す
る
上
総
国
防
人
歌
十
三
首
中
の
九
首
目
に
お
い
て
「
よ
そ
に
の
み
見
て
や
渡
ら
も
難
波
潟
」
（
四
三
つ
く
し
へ
へ
む
五
五
）
、
最
後
尾
に
は
「
筑
紫
辺
に
紬
向
か
る
船
の
い
つ
し
か
も
」
（
四
三
五
九
）
と
詠
ま
れ
て
お
り
、
家
持
長
歌
で
の
難
波
の
光
景
が
唐
突
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
か
よ
う
な
句
は
「
海
原
を
遠
く
渡
り
て
年
経
と
も
」
（
四
三
に
ひ
さ
き
も
り
三
四
）
「
今
替
る
新
防
人
が
船
出
す
る
」
（
四
三
三
五
）
「
防
人
の
堀
江
漕
ぎ
出
る
伊
豆
手
船
」
（
四
三
三
六
）
と
い
っ
た
家
持
の
第
一
長
歌
に
連
続
す
る
三
首
の
短
歌
中
に
も
見
ら
れ
、
上
総
国
防
人
歌
は
こ
れ
ら
に
連
な
っ
て
配
列
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
家
持
は
、
第
一
長
歌
に
連
続
す
る
三
首
の
短
歌
以
降
、
難
波
津
出
航
時
を
詠
む
防
人
歌
に
触
れ
る
こ
と
で
、
難
波
に
対
す
る
家
持
の
気
持
ち
が
昂
ま
り
、
第
二
長
歌
の
詠
作
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
進
上
さ
れ
た
防
人
歌
が
各
防
人
部
領
使
の
恣
意
的
な
配
列
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
と
は
考
え
難
く
、
ま
た
防
人
歌
の
左
注
に
「
但
拙
劣
歌
者
不
レ
取
二
載
之
＿
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
拙
劣
歌
が
編
者
の
意
図
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
あ
わ
せ
て
駿
河
国
・
常
陸
国
・
武
蔵
国
防
人
歌
の
配
列
の
変
更
を
勘
案
す
れ
ば
、
諸
国
防
人
歌
を
き
っ
か
け
と
し
て
家
持
歌
の
詠
出
が
な
さ
れ
た
の
み
で
は
な
く
、
家
持
歌
自
体
が
諸
国
防
人
歌
の
序
列
の
変
更
に
働
き
か
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
巻
十
九
の
「
詔
に
応
ず
る
た
め
に
儲
け
て
作
る
歌
」
（
四
二
六
六
）
以
降
、
長
歌
に
筆
を
取
る
こ
と
の
無
か
っ
た
家
持
が
活
発
に
四
組
の
長
短
歌
を
作
る
の
も
、
こ
れ
ら
の
防
人
歌
に
よ
っ
て
家
持
の
創
作
意
欲
が
刺
激
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
振
り
返
っ
て
み
る
に
、
万
葉
集
巻
十
四
の
東
歌
と
- 29 -
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1註 そ
の
後
半
部
の
防
人
歌
の
編
纂
に
も
、
家
持
が
関
与
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る
（
桜
井
満
氏
「
巻
十
四
の
追
補
」
『
万
葉
集
東
歌
研
究
』
[
成
立
論
]
所
収
・
村
瀬
憲
夫
氏
「
万
葉
集
巻
十
四
「
防
人
歌
」
の
編
纂
」
『
松
田
好
夫
先
生
追
悼
論
文
集
万
葉
学
論
孜
』
所
収
）
。
ま
た
続
く
巻
十
五
の
遣
新
羅
使
歌
群
も
「
心
情
的
に
は
「
妹
」
を
、
時
間
的
に
は
「
秋
」
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
虚
構
体
」
（
伊
藤
博
氏
「
妹
と
秋
」
『
萬
葉
集
の
構
造
と
成
立
下
』
第
七
章
第
一
節
三
）
と
し
て
家
持
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
群
は
「
順
序
の
組
み
変
え
新
作
の
補
充
な
ど
が
題
詞
の
物
語
的
誇
張
、
全
体
の
構
造
の
文
芸
化
の
進
展
と
と
も
に
行
わ
れ
た
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
（
吉
井
巌
氏
「
遣
新
羅
使
歌
群
ー
そ
の
成
立
の
過
程
ー
」
『
萬
葉
集
へ
の
視
角
』
所
収
）
。
天
平
勝
宝
七
歳
の
諸
国
防
人
歌
に
も
、
他
の
防
人
歌
に
脈
々
と
流
れ
る
東
歌
の
性
質
が
存
す
る
こ
と
は
言
う
を
ま
た
な
い
。
し
か
る
に
編
纂
者
で
あ
る
家
持
は
、
家
郷
を
離
れ
る
防
人
の
悲
嘆
を
妹
（
妻
）
へ
の
恋
慕
の
み
な
ら
ず
父
母
と
の
離
別
の
嘆
き
の
中
か
ら
掬
い
上
げ
、
諸
国
防
人
歌
と
家
持
歌
の
双
方
の
働
き
か
け
に
従
っ
た
構
成
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
大
(
9
)
 
な
作
品
群
を
構
築
し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
四
三
二
三
の
「
等
伎
謄
吉
」
の
「
謄
」
は
「
卜
」
「
ド
」
の
何
れ
に
も
訓
め
る
が
、
意
味
上
は
「
時
ご
と
」
（
四
一
六
六
・
六
七
）
と
同
様
、
「
四
季
ご
と
に
」
（
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集
四
』
）
や
「
季
節
が
変
わ
る
ご
と
に
」
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
萬
葉
集
五
』
）
と
解
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
防
人
が
父
母
へ
の
吏
情
を
吐
露
し
た
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
こ
と
は
、
吉
野
裕
氏
（
「
「
父
母
も
」
「
我
が
妻
も
の
立
場
」
」
『
防
人
歌
の
基
礎
構
造
』
1
第
二
）
を
始
め
と
し
、
土
橋
寛
氏
（
「
古
代
文
学
に
お
け
る
地
方
と
中
央
ー
防
人
歌
を
中
心
と
し
て
ー
」
5
 
4
 
3
 
『
萬
葉
集
の
文
学
と
歴
史
』
＞
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
桜
井
満
氏
は
「
防
人
歌
の
発
想
ー
丈
部
の
歌
を
中
心
に
ー
」
の
中
で
、
防
人
歌
の
特
色
が
日
本
の
古
文
芸
に
見
ら
れ
る
失
意
の
貴
公
子
の
放
浪
と
、
旅
で
の
嘆
き
•
海
辺
で
の
詠
嘆
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
、
貴
種
流
離
諏
の
発
想
を
有
す
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
る
（
『
万
葉
集
東
歌
研
究
』
[
発
想
論
]
所
収
）
o
ま
た
渡
部
和
雄
氏
は
ヽ
防
人
歌
の
詠
作
が
神
．
大
君
・
父
母
に
よ
る
縦
の
発
想
に
よ
る
こ
と
を
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
（
「
東
歌
と
防
人
歌
の
間
」
「
国
語
と
国
文
学
」
第
四
十
九
巻
八
号
）
、
と
も
に
本
稿
と
考
察
の
目
的
を
異
に
す
る
。
※
印
を
付
し
た
防
人
歌
中
に
は
、
家
族
を
想
起
し
た
と
見
ら
れ
る
次
の
二
首
が
あ
る。
め
ぐ
国
廻
る
あ
と
り
か
ま
け
り
行
き
廻
り
帰
り
来
ま
で
に
斎
ひ
て
待
た
ね
（
駿
河
国
・
四
三
三
九
）
い
は
び
と
松
の
木
の
並
み
た
る
み
れ
ば
家
人
の
我
を
見
送
る
と
立
た
り
し
も
こ
ろ
（
下
野
国
・
四
三
七
五
）
前
歌
は
「
母
か
、
或
は
妻
に
向
っ
て
の
別
れ
の
語
で
あ
る
」
（
窪
田
空
穂
『
萬
葉
集
評
繹
』
四
三
三
九
評
）
と
解
釈
さ
れ
、
「
母
」
と
「
妻
」
の
何
れ
が
家
に
残
っ
て
い
た
か
を
限
定
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
。
ま
た
、
二
首
目
の
第
三
句
「
家
人
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
二
首
は
、
防
人
が
妹
を
想
起
し
て
詠
む
歌
と
、
母
を
想
起
し
て
詠
む
歌
の
双
方
に
計
上
す
る
。
ま
た
信
濃
国
防
人
歌
の
一
首
目
は
、
韓
衣
裾
に
取
り
付
き
泣
く
子
ら
を
置
き
て
ぞ
来
の
や
母
な
し
に
し
て（
四
四
0
1
)
と
い
う
よ
う
に
、
防
人
自
身
の
子
供
を
詠
む
歌
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
「
そ
の
他
」
の
項
に
収
め
る
。
う
つ
く
武
蔵
国
防
人
歌
の
第
十
首
目
に
は
「
我
が
背
な
を
筑
紫
へ
遣
り
て
愛
し
み
於
批
波
等
可
奈
＞
あ
や
に
か
も
寝
む
」
（
四
四
二
二
）
と
あ
り
、
類
歌
関
係
の
考
え
ら
れ
る
「
昔
年
防
人
歌
」
で
は
そ
の
第
四
句
目
が
「
叡
比
波
登
加
奈
A
」
（
四
四
二
八
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
武
蔵
国
の
作
者
は
口
承
さ
れ
て
い
た
歌
を
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
、
「
昔
年
防
人
歌
」
の
類
句
が
東
国
に
お
け
る
歌
の
浸
透
を
示
す
一
例
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
国
本
治
雄
氏
は
、
防
人
歌
が
民
謡
的
性
格
の
著
し
い
歌
群
で
あ
り
な
が
ら
、
国
別
-30-
8
 
7
 
6
 
に
記
載
さ
れ
、
詠
者
の
名
を
付
し
て
い
る
点
か
ら
集
団
的
連
帯
感
が
崩
壊
し
個
人
意
識
が
作
歌
に
反
映
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
と
り
わ
け
武
蔵
国
防
人
歌
が
、
他
の
進
歌
一
般
の
集
団
的
発
想
を
持
ち
な
が
ら
も
、
問
答
歌
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
個
人
意
識
の
固
定
化
を
示
し
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
質
的
な
相
違
を
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
「
防
人
歌
群
に
お
け
る
「
問
答
」
歌
の
位
置
」
「
日
本
文
学
誌
要
」
（
法
政
大
学
）
十
五
号
）
。
松
田
聡
氏
は
、
大
伴
家
持
の
長
歌
の
内
容
を
防
人
等
へ
の
同
情
を
示
し
た
歌
で
あ
る
と
把
握
さ
れ
た
上
で
、
父
母
を
詠
む
防
人
歌
と
と
も
に
行
路
死
人
歌
の
発
想
の
応
用
を
示
唆
さ
れ
る
（
「
家
持
の
防
人
同
情
歌
ー
行
路
死
人
歌
の
系
譜
ー
」
「
国
文
学
研
究
」
（
早
稲
田
大
学
）
第
百
九
集
・
「
防
人
関
係
長
歌
の
成
立
」
「
同
」
第
百
十
四
集
）
。
防
人
を
取
り
巻
く
徴
用
状
況
の
苛
酷
さ
ゆ
え
、
常
に
死
を
念
頭
に
し
て
い
た
防
人
自
身
と
、
実
際
に
旅
上
で
倒
れ
臥
す
行
路
死
人
の
有
様
と
は
、
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
行
路
死
人
歌
が
第
三
者
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
防
人
歌
群
中
の
家
持
長
歌
と
の
間
に
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
る
に
、
防
人
歌
が
当
事
者
の
作
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
た
だ
ち
に
行
路
死
人
歌
の
系
譜
に
組
み
入
れ
る
こ
と
は
躊
躇
さ
れ
る
。
第
三
長
歌
の
直
前
に
存
す
る
三
首
の
短
歌
（
四
三
九
五
＼
九
七
）
左
注
に
は
、
ニ
月
十
七
日
と
詠
作
月
日
が
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
次
の
長
歌
で
は
月
が
明
記
さ
れ
ず
に
日
に
ち
の
み
の
記
載
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
直
前
の
三
首
の
短
歌
と
長
歌
が
連
続
す
る
意
識
の
も
と
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
拙
稿
「
防
人
検
校
時
の
家
持
歌
」
「
日
本
語
と
日
本
文
学
」
十
七
号
）
。
家
持
の
第
三
長
歌
お
よ
び
短
歌
（
四
三
九
八
＼
四
四
0
0
)
の
直
後
に
は
廿
二
日
た
づ
進
上
の
信
濃
国
防
人
歌
が
あ
る
。
後
接
す
る
家
持
短
歌
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
鶴
が
音
く
に
ヘ
の
悲
し
き
宵
は
国
辺
し
思
ほ
ゆ
」
（
四
三
九
九
）
や
「
家
思
ふ
と
採
を
寝
ず
居
れ
ば
」
（
四
四
0
0
)
と
い
う
家
郷
と
家
に
対
す
る
慕
情
が
詠
ま
れ
、
続
く
信
濃
国
防
人
歌
で
は
、
韓
衣
裾
に
取
り
付
き
泣
く
子
ら
を
置
き
て
ぞ
来
の
や
母
な
し
に
し
て
（
四
四
0
1
)
ぬ
さ
ま
つ
お
も
ち
ち
ち
は
や
ぶ
る
神
の
み
坂
に
幣
奉
り
斎
ふ
命
は
母
父
が
た
め
（
四
四
0
二）
の
ご
と
く
、
家
に
残
る
子
と
父
母
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
家
持
の
三
組
目
の
長
短
歌
と
信
猥
国
防
人
歌
の
場
合
に
も
、
防
人
歌
の
序
列
と
歌
の
内
容
の
両
面
か
〈
付
記
〉
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
芳
賀
紀
雄
先
生
の
御
指
導
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
，
 
（
あ
べ
り
か
ら
連
続
し
た
流
れ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
述
べ
る
防
人
歌
編
纂
に
お
け
る
家
持
の
関
与
は
、
防
人
歌
の
詞
句
を
変
え
た
り
、
防
人
部
領
使
が
進
上
し
た
際
の
諸
事
項
の
記
載
を
書
き
改
め
る
こ
と
を
考
察
の
対
象
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
森
淳
司
氏
が
末
四
巻
の
日
記
的
歌
巻
中
に
、
家
持
の
伝
聞
し
た
歌
々
が
忠
実
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
平
勝
宝
七
歳
の
防
人
歌
の
場
合
も
同
様
、
進
上
さ
れ
た
歌
々
の
取
捨
選
択
は
し
な
が
ら
も
、
採
択
し
た
歌
や
そ
れ
に
付
随
す
る
諸
事
項
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
（
「
諸
国
防
人
歌
の
進
上
」
「
語
文
」
（
日
本
大
学
）
第
八
十
八
輯
）
と
い
う
見
解
は
首
肯
さ
れ
る
。
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
非
常
勤
講
師
）
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